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手指衛生の役割

薬剤耐性菌
の伝播経路

VRE：バンコマイシン耐性腸球菌

遵守率40％

遵守率40％



1. 手指消毒薬使用量の測定（定量的評価）
・アルコール手指消毒薬の本数
・1患者1日あたりの使用量（ml）or回数
最も簡便。着手しやすい。

2. 手指衛生遵守率の観察（質的評価）
・ 現場で直接観察して測定
・ 必要時に実施しているか
・ 業務負担、精度に注意

手指衛生の評価方法



使用量×遵守率で見る手指衛生



自施設データと外部ベンチマークの比較
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払い出し量で登録した施設
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1,000患者日あたりの手指消毒剤使用量（L）

出典：J-SIPHE 感染対策連携共通プラットフォーム
2023年年報（2023年1月～12月）より引用
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手指衛生改善のPDCAサイクル

評価は改善の出発点！
PDCAで継続的に進化させる

現状把握
測定
・手指消毒薬
使用量（回数）
・手指衛生遵守率
など

Act

Check

Do

Plan

Act

Check

Do

Plan

Plan（計画）
Do（実行）
Check（評価）
Act（改善）



WHO手指衛生の多角的戦略

5年
くり返す



WHO戦略実施前後の手指消毒剤使用量の変化
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2014年4月
WHO手指衛生多角的戦略開始

Suzuki et al. Antimicrobial Resistance and Infection Control (2020) 9:75

日本の病院での導入事例：導入後に使用量が増加



当院における取組みと成果

WHO戦略を活用した取り組みの具体



決意表明

現状把握

インフラ
整備

情報共有 教育体制
情報連携

ICT介入

（1年目） （2年目） （3年目） （4年目） （5年目）
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山下恵美.アルコール手指消毒薬による手指衛生-手指衛生遵守の取り組みと
その成果.ICTジャーナル.2021；16（7）.210-216



効果的な施策は何か？

• 年度ごとに取組み評価 ⇒ 次年度計画立案

方法 1年前
平均±ＳＤ

介入後
平均±ＳＤ

Ｐ値＊

AHB60ml製品の採用 7.8±0.9 13.6±1.4 ＜0.01

医師部課長朝礼での
病棟別手指消毒回数報告

12.6±2.2 23.6±3.2 ＜0.01

病棟へのICT介入 8.0±0.9 13.9±1.3 ＜0.01

リンクナース
自部署活動支援

7.6±1.0 12.8±2.4 ＜0.01

➢ 「介入後の期間」と「前年同月同期間」でAHR使用量を比較

＊Wilcoxon Signed-Rank Test
山下恵美.手指衛生遵守向上のための多面的アプローチの方法と効果.

日本感染管理ネットワーク会誌.2019；17.10-12



アルコール手指消毒薬の個人携行

ピュレル®ゴージョーMHS 215ｍl   ピュレル®ゴージョーMHS 60ｍｌ

取り組み①



病棟へのICT介入

感染対策チーム（ICT）の手指衛生直接観察とフィードバックの様子

感染管理部
専従医師

感染管理部
専従医師

スタッフナース

リンクナース

スタッフナース

⚫ 毎月AHR使用回数のランキングで最下位の病棟にICT（医師・看
護師）が手指衛生直接観察（3日間）

⚫ 手指衛生遵守率のブースター （例：初日20％⇒最終日80％）

取り組み② はじめは

院長も
来棟
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Take-home Message

⚫ 手指衛生改善は評価から始まり、PDCAサ
イクルを回すことが重要。

⚫小さな改善を積み重ねることで、組織の良
い変化につながる。


